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子 ど も の 心 は 白 紙 の よ う な も の

子 ど も の 心 は 白 紙 の よ う な も の 。

一 番 先 に 墨 を 落 と す 人 が 最 も 大 切 で 、

す で に 草 紙 の よ う に な っ て い て は

教 育 の 効 果 は 鮮 明 で は な い 。

	 創立者 佐藤善治郎の言葉より

1914（大正３）年、神奈川学園の前身である横濱実科女学校を設立した佐藤善治郎。女学校を始めてしばらく

すると「小学校を経営してみたい」と考えるようになります。それは、自らが理想とする自由と個性を尊重

する教育を、まず小学校で実践したいという強い思いからでした。“子どもの心は白紙のようなもの”という

言葉は、そうした佐藤善治郎の心の内を表したものでもあります。
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次 の 1 0 0 年 に 向 け て

校　訓

	 人 の お せ わ に な ら ぬ よ う

	 人 の お せ わ の で き る よ う

建学の精神

精華小学校は 2022（令和４）年、創立 100 周年を迎えました。校訓“人のおせわに

ならぬよう 人のおせわのできるよう”は、創立から変わらない教育の基本方針です。

この校訓のもと、これからの 100 年も、強くやさしい子を育て上げることを一貫して

続けていきます。

自由と個性を伸ばす小学校教育を目指し、

創立者・佐藤善治郎が２代目校長となる

岸田与一と２人で練り上げた「建学の精神」。

その想いは、今も精華小学校の教育の５原

則として継承されています。

自由個別的教育

自主教材を重んじ
見学体験を重視

体育を重んじ
自由運動･作業を奨励

知識偏重を避け
情意を修練

自主自発的な教育
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全学年、松組と桜組の２クラス編成です。１クラスの定員は40名として、教員２人で両クラス80名を

受け持つ「学年担任制」を採用しています。さらに、各学年に１〜２人の「副担任」を置き、各教科は

専門性をもった教員が担当する「専科制」を導入しています。数多くの教員が子どもたちと接する体制に

より、子どもたちを多くの目で見つめ、子どもたちの変化を見逃すことなく、きめ細やかに見守ります。

学年担任制
１学年２クラスを２人で受け

持ちます。２人担任の１人が

国語、もう１人が算数を担当。

１学年 80 名の子どもたちを、

しっかりと見守ります。

副担任制
担任２名に加え、１学年に１〜

２名、専科の教員が副担任とし

てつきます。２人担任と情報を

共有し、子どもたちの学校生活

をサポートします。

専科制
英語、理科、体育、音楽など各

教科は専門性をもった教員が

担当。低学年から深く楽しく学

べます。担任、副担任とともに

きめ細やかに対応します。

１学年２クラス制

1961（昭和 36）年、１年生から１学年を松組と桜組の２学級として、学年定員を 80

名としました。同時に、教員２人で１学年を担当する「学年担任制」、「専科制」を導入

しました。この学級編成により、1966（昭和 41）年、精華小学校は全学年２クラス、

全校480名となり、現在に至っています。

学年の枠を超えて

校訓を実践できるよう、複学年が共同して活動する機会も数多く設けています。

２学年が同じグループで行動する「遠足」や「球技大会」をはじめ、「時計学習」や

「坊主めくり」など、教科でも学年の枠を超えた取り組みを実施。「人のおせわに

ならぬよう 人のおせわのできるよう」を身につけていきます。

「松」と「桜」、全学年２クラス制
〜子どもたちの毎日を見守る教育体制〜
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真の価値を知るには、“ホンモノ”と出会うことが大切であるという考え方のもと、作家、科学者、語り

部など、ホンモノの価値を知る方と触れ合う機会を数多く設けています。またものの見方や考え方を

深めていくために、体験を重視した教育を実施。１年生から学年ごとに積み上げる「体験学習」は、

「関西旅行」がその集大成となるように６年間を通して系統的に指導しています

“ホンモノ”との出会い
〜系統的な体験学習と実地での学び〜

体験学習と作文指導

「体験学習」は、単に体験するだけでなく、事前学習から事後学習まで含めた総合的な

学習として、作文指導を含めて行っています。１年生の「動物の観察文」、２年生の「お

米作り体験記」、３年生の「横浜市内見学記」、４年生の「県内旅行記」、５年生の「東海

旅行記」と学年ごとに見聞を広げ、６年生の「関西旅行記」へとつなげています。

集大成となる「関西旅行記」

体験学習の集大成となる関西旅行は６年生になる直前の春休み、奈良・高野山・京都の

名所を４泊５日で巡ります。旅行後は現地で伺った話や体験をもとに、「関西旅行記」を

書き上げます。400字詰め原稿用紙で50枚以上にもなる作文を子どもたちが自らの言葉

で仕上げられるのは、１年生から積み上げてきた体験学習、作文指導の成果ともいえます。

お話を聞く会
伝承民話や創作のお話を、語り部の先生から聞き

ます。子どもたちは巧みな話術に引き込まれ、語り

部の先生の言葉から、一人ひとりが思い思いに頭

の中でお話のイメージをふくらませていきます。

作家と語る会
児童文学の作家を招き、著作に関するお話を伺う

とともに、子どもたちからの質問にも答えていた

だきます。作家本人と触れ合うことで子どもたち

は刺激を受け、読書意欲が一段と向上します。

科学者と語る会
業績のある科学者を招き、専門的な分野について
語っていただきます。科学についての興味関心を
高めるとともに、より深く学ぶ楽しさを知るきっ
かけにもなっています。

昔の精華を知る会
卒業生を招き、昔の精華小学校の様子について、
お話を伺います。卒業生との出会いを通して、精
華小学校の歴史を知るとともに、過去と今、今と
未来を結ぶ絆を育んでいます。
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子どもたち一人ひとりが毎日のびのび、
心さわやかに学校生活を送っている精華小学校。
精華小学校の一日をご紹介します。

日々、前へと進んでいる精華小学校

体力と継続する力を養う伝統的な朝の活動です。
思い思いのペースで約 10 分、楽しく走ります。
※１年生は９月頃から参加します。

登校後、教室で校内着に着替えたら朝遊びの時間です。

子どもたちの登校時刻は、保護者の方にメールで
配信されます。

全校朝礼、児童朝礼、読書の朝の会など、曜日によって異なる
朝礼を行います。

８：35〜	西グラウンド三周運動

８：20〜	朝遊び

８：00〜	登校

８：45 〜	朝礼

児童の様子は、左記のＱＲコードから動画でご覧いただけます。
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授業の始まりは８時 55 分から。
授業時間は 45 分です。

２校時が終わると、ちょっと長い 20 分休み。
グラウンドで遊んだり、友だちとおしゃべり
したりしてリフレッシュ。

20分休みの後は３校時。教科によっては２校時連続で
授業を行う場合もあります。

午前中最後の授業です。

９：50〜	 ２校時

 10：35 〜	 20分休み

 10：55 〜	 ３校時

 11：50 〜	 ４校時

８：55 〜	 １校時

紙と鉛筆を使い、手書きで学ぶことを

大切にしています。

４校時が終わると、お昼休み。お弁当を食べたら、グラウンドで遊ん
だり、図書室で本を読んだり。思い思いに過ごします。

 12：35 〜	 お弁当・昼休み
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１年生の授業は５校時までとなります。
授業時数は学年とともに増え、2 年生は 6 校時までの日が週 2 回
あります。

子どもたちの能力を伸ばす精華小学校の学び

精華小学校は、紙と鉛筆での学びを大切にしながら、ICT機器の活用も
積極的に取り組み、それぞれの良さを活かしながら指導しています。
また日常生活においても、毎日更新する「詰め将棋」、「英語放送」も実施
する校内放送など、子どもたちの興味・関心を惹きつけ、能力をさりげ
なく伸ばす取り組みを多彩に行っています。

I C T を活用した学習も

積極的に取り組みます。

帰りの会が終わると下校です。
下校時刻も保護者の方にメールで配信されます。

14：20 〜　下校（１年生）

１年生は５校時が終わると、帰りの会をします。

14：05 〜　帰りの会

13：20 〜　５校時
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目立ちたがり屋だった僕は、精華小学校の学校行事でいろいろな役を担ってきました。なかでも一番印象に残っているのは
七夕学芸会です。精華の学芸会は子どもたちが３つのグループに分かれ、それぞれのリーダーを中心に本番で劇を披露できる
一組をかけて競い合います。高学年になると先生の指導に従うだけでなく、自分たちの力で劇をよりよいものにするために練
習し、脚本や演出を手がけることもあります。こうした過程を経て僕は、劇を作り上げた同じグループの仲間たちと固い結束
や絆が生まれ、仲間がいることの大切さを実感するとともに、自主性を育むことができたと考えています。

精華には、七夕学芸会のほかにも数多くの行事があります。どの行事も心から体験してよかったと思えるものばかり、友達
との絆も深まり、忘れられない思い出になっています。精華で培うことができた自主性で、世界を引っ張っていけるような
人間になりたいと、僕は夢見ています。

４年生の夏。あの日、79 人の友達と見た野辺山原の空に広がる満天の星空が、今でも忘れられません。日本で指折りの星空
を見ながら星座の授業……。精華での 6 年間は、そんな“ホンモノ”との出会いにあふれていました。

作家の講演会、狂言鑑賞や関西旅行など、精華では多岐にわたる数々の“ホンモノ”から受ける刺激や感動に魅せられ、客室
乗務員になってからは世界各地の“real”に触れる日々を過ごしてきました。“ホンモノ”に触れること。それは今の私にとって、
生きる活力となる瞬間です。

自らの目や手でしか感じられないものがこの世界には広がっている……。あの日見た星空が、私に教えてくれたことでした。
時代の流れとともに、さまざまなものがリモート化され、気軽に、簡単に知りたい情報を得られるようになった今だからこそ、
その価値を改めて強く感じます。

まるで宝石箱を開けたような感動に包まれたあの日の体験が、今も私の原点です。一人ひとりの感覚を大切にし、五感を育
ててくれる。そんな精華で学べたことを誇りに思います。

精華小学校での体験を中心としたさまざまな取り組みや
多彩な学校行事は、将来に続く確かな価値観を育てます。
卒業生からのメッセージをご紹介します。

将来に続く精華小学校の6年間

日本航空株式会社 客室乗務職
明治大学情報コミュニケーション学部 卒業

聖光学院中学校３年

82回生　佐野 侑紀

95回生　金 伶穏

“ホンモノ”の感動を体験した精華の学びは、私の誇りです。

仲間の大切さを知り、自主性を育んだ精華の学校行事。
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4月 5月 6月 7月

8月 9月 10月

年間行事（前期）

始業式　入学式　遠足　下校訓練
防災訓練　交通安全（防犯）教室　全校遠足

JRC入団式（３〜６年）
創立記念日（５月17日）
運動会

田植え（２年）　お話を聞く会
水再生センター見学（４年）
消防署見学（３年）

七夕学芸会　科学者と語る会
夏季教室（３年：１泊２日／４〜６年：２泊３日）
イングリッシュチャレンジフェス（１〜４年 希望者：校内英語研修）

夏休み
海外英語研修（４〜６年 希望者：オーストラリア５泊７日）
国内英語研修（４〜６年 希望者：ブリティッシュヒルズ２泊３日）

横浜市内見学（３年）
稲刈り（２年）

教育旅行（４・５年：１泊２日）
動物園見学（１年）
私小協音楽会

文化祭

陸上記録会（５・６年）

崎陽軒工場見学（３年）

前
　
期
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11月 12月 １月 ２月

３月

年間行事（後期）

防災訓練　収穫祭（１・２年）　球技大会
演劇・音楽鑑賞会（隔年）

作家と語る会（３・４年）
星空観察会（４年）　下校訓練

書き初め展
馬頭琴演奏会（２年）
私小協児童造形展

西グラウンド三周運動のまとめ
歴史見学（３年）
卒業旅行（６年：１泊２日）

卒業式　修了式
関西旅行（５年：４泊５日）
イングリッシュチャレンジフェス（１〜４年 希望者：校内英語研修）

後
　
期
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年間を通した体系的・複合的な英語教育

６年間で最低600語の単語とそれを使ったフレーズの練習を基礎と
し、低学年から自分で本が読めるよう指導しています。学年が上が
るにつれ、段階的に培ってきた英語力を生かし「英語で理科を学ぶ
プログラム」「海外オンラインプレゼンテーションを前提にした社会
科、家庭科、音楽科との連携」など複合的な英語教育を行っています。

国内外で実施する英語研修プログラム

校内でのエクステンション・プログラム、福島県ブリティッシュヒルズ
での宿泊英語研修、オーストラリア海外研修など、子どもたちの興味とレ
ベルに合わせてチャレンジできるよう、多様な研修機会を設けています。

姉妹校提携で広がる世界

姉妹校であるオーストラリアのSt Peter’s Catholic Primary School
での現地研修（希望者）やオンライン交流、共同学習などにより、
コミュニケーション力を鍛え、グローバルな視点を養います。

20人１組をネイティブと日本人教員
のチームで指導。ネイティブだけの
授業を行うこともあります。長期休
暇中は希望者を対象に校内や国内外
で実践的な英語研修を実施。毎日自
宅で学習できるオンライン英会話も
導入しています。

１年生から英語授業

制服紹介
創立100周年を記念して夏服などをリニューアルしました。

TOPIC

冬服

夏服（紺ポロシャツ）夏服（白ポロシャツ）

スクールバッグ

夏服（水色ポロシャツ）

校内着（長袖／半袖） 体操着（長袖／半袖）

冬服は、創立時から継承される伝統のスタイルです。紺色フェルト帽に紺

または黒色の無地靴下を合わせます。夏服は、創立100周年を記念して、

従来のシャツスタイルから活動的なポロシャツに変更。白・紺・水色の３

色展開で、白色ピケ帽子に白色靴下を合わせます。また長袖の体操着も機

能的なハーフジップタイプのウエアを採用しました。さらに、ランドセルの

他に４年生以上の希望者に向けて、リュックスタイルのスクールバッグも

採用しました。

リュックスタイルの新しいスクールバッグ登場

４年生以上（希望者）
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語っていただきます。科学についての興味関心を
高めるとともに、より深く学ぶ楽しさを知るきっ
かけにもなっています。

昔の精華を知る会
卒業生を招き、昔の精華小学校の様子について、
お話を伺います。卒業生との出会いを通して、精
華小学校の歴史を知るとともに、過去と今、今と
未来を結ぶ絆を育んでいます。
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“学校は水入らずの家庭のようなもの”という考えのもと、創立から心と体を豊かに成長させる行事を

大切にしてきました。創立の年に行った“臨海生活”に始まる「夏季教室」は、宿泊学習として３年生

から海や山といった自然を舞台に実施しています。また「運動会」「七夕学芸会」「文化祭」は、精華小学

校の歴史と伝統を紡ぐ三大行事として継承されています。

七夕学芸会（７月）
七夕飾りの付いた大きな笹を

両脇に配置した舞台で、合唱、

合奏、劇を学年ごとに発表しま

す。80 人が一緒に練習する中

で協調性を学び、発表後は一人

ひとりが充実感にひたります。

文化祭（10 月）
６年生と５年生を中心に子ど

もたちが主体になって運営し

ます。体験学習の集大成となる

６年生の「関西旅行記」をはじ

め、日頃の学習成果の展示発表

を行います。

運動会（５月）
体育科種目、得点種目に全力で

取り組み、競い合います。一人

ひとりが自らの力を高めるだ

けでなく、全員で力を合わせ、

協力することの大切さも学び

ます。

夏季教室

夏季教室は、自然に触れ合える環境に宿泊し、学びを豊かにするとともに、集団行動を

通して社会のルールやマナーを身につける場でもあります。３年生は１泊２日、４年

生からは２泊３日の日程で行い、仲間と協力することの喜び、努力した後の達成感な

ど、多くのことを体験し、人間的に豊かに成長していきます。

保田海岸（３年生／１泊２日）
初めての宿泊学習。海水浴、砂遊び、夜はお楽しみ会を開催

野辺山（４年生／２泊３日）
草花や星座観察に加え、登山、キャンプファイヤーも体験

那須（５年生／２泊３日）
茶臼岳への登山と那須の見所巡り

富士五湖（６年生／2泊３日）
世界遺産の富士山、河口湖、山中湖で自然を満喫

“学校は水入らずの家庭のようなもの”
〜心身を成長させる伝統の夏季教室と三大行事〜
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卒業生卒業生

卒業生卒業生

卒業生卒業生

他学年
（全校児童）
他学年
（全校児童）先生先生

保護者保護者

児童
（主役＝自分）

児童
（主役＝自分）

体力づくりや継続する力を養うことを目的に、

1978（昭和53）年から続く毎朝の活動です。

始業前の10分間を使い、子どもたちは思い思

いのペースでグラウンドを三周（約500m）し

ます。毎年２月には全学年参加で「西グラウン

ド三周運動のまとめ」を実施。走行後は、１年

間の努力の証として一人ひとりに賞状が渡さ

れます。

精華小学校では、子どもたちと先生との「つながり」はもちろん、学年を超えた他学年や全校の

「つながり」、保護者や卒業生との「つながり」など、さまざまな機会を通して紡がれる多様な絆を

大切にしています。子どもたちは、こうしたかけがえのない絆から、お互いを尊重する心、思いや

りをもった心を豊かに育んでいきます。

読書を通して自分を見つめ、生きていく方向

性を見つけてほしい。そうした願いを込めて

1983（昭和58）年から始まった「100さつ

の本運動」。小学校６年間で必ず読んでもらい

たい本の指針として配布する冊子『精華の子

100さつの本』をもとに、子どもたちは積極的

に読書を重ね、知識と心を豊かにしていきます。

体力と知力を育む、伝統の取り組み

西グラウンド三周運動 100さつの本運動

子どもを中心に広がる、多彩な「つながり」

継
承

伝
承

精 華 小 学 校 が 育 む こ と

▶ 複学年の「つながり」	 ▶ 全学年の「つながり」
	 •遠足•運動会•球技大会	 •長縄跳び•下校訓練•卒業式

▶ 保護者との「つながり」	 ▶ 卒業生との「つながり」
	 •稲刈り•収穫祭•星座観察会	 •昔の精華を知る•大松会（同窓会）•精華神陵会（卒業生の保護者の会）
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一 滴 の 墨 か ら 、彩 り へ

精華小学校は、2022 年に創立 100 周年を迎えました。創立者 佐藤善治郎と

２代目校長 岸田与一が掲げた建学の精神（３ページ）を根本におき、校訓のも

と、心身のたくましさとやさしさを兼ね備えた、社会に貢献できる人格の基礎

づくりを重視してきました。

子どもたちが、心に一滴の墨を落とされ 6 年間にそれぞれがさまざまな彩りを

加えて成長していくように、精華小学校も、一滴の墨から 100 年を経て輝かしい

彩りを帯びた学校へと成長してきました。

そ し て、100 年 を 契 機 に 新 た な 墨 を 落 と し て、次 の 100 年 に 向 け て 最 新 の 色

付けができるような教育を展開していきます。

しっかりした基礎学力を身につけるための学習カリキュラム。心身のたくまし

さとやさしさを育むさまざまな行事。時代の要望に応えられるよう最新の情報を

もとにしたプログラム。

今後も世界の人々のために貢献しようとする優れた人材を育成していくために、

教職員の力を結集していきます。

精華小学校 校長

　　　　　大野達夫
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